コロナ禍におけるひまわり園の取り組みについて

サービス管理責任者・副園長　二田佐知子

新型コロナウィルスが日本国内で初めて確認されてから、2年近く経過しました。
当初はここまで長引く事態になるとは思わず、1回目の緊急事態宣言が終われば通常の日々が戻ってくると考えていました。しかしながら事態は変わることはなく、ひまわり園での全体会や行事が中止・延期となり、利用者の方々に窮屈な思いをさせてしまう日々が続きました。
このような日々が続く中で、少しでも利用者の方々にこれまでと同様に過ごして頂けるよう、作業や余暇活動に様々な工夫を凝らしてきました。前回の育成会だよりに施設長よりひまわり園での取り組みについての報告がありましたが、ここで詳しくどのような取り組みや工夫をしてきたかを紹介させていただきます。
ひまわり園は、通常の運営では、各班に分かれての作業、毎月数回行う休日余暇、大規模イベントである阿古女祭や感謝デイ、ふれあい旅行、バスハイク等様々な活動があります。
各班に分かれて作業をする面に関しては、ひまわり園内の作業場所を全て活用して、分散という理由だけでなく、個別対応が必要な方への環境作り、また就労に関しては、食品だけなく軽作業を新たに取り入れるなど、作業の幅が拡げられたことがメリットとしてあります。
休日余暇では、これまで映画鑑賞やカラオケ等の、室内活動も活動内容として取り入れていましたが、職員一人ひとりが様々な活動内容の工夫を凝らした結果、今までに取り組んだことのない活動がこの期間中に増え、コロナ禍だからかもしれませんが、休日の参加者の利用が例年に比べ増えています。
旅行やバスハイクは感染防止対応で難しいこともあり、実際に代替での活動にはつながりませんでした。阿古女祭や感謝デイについては、代替プログラムを取り入れて、日頃の商品づくりを利用者同士評価しながら、利用者の方向けに販売、購入する機会を作りました。事前注文にしたことで必要な分のみの商品を準備できること、欲しいものが必ず購入できること、日頃自分でお金を支払って購入する機会が少ない方にも買い物を体験していただくことを提供できたように思えます。また、この代替プログラムを実施することで、これまでの既存の商品だけでなく、イベントに合わせた商品の開発、また商品を購入していただくためにどう工夫するかなどを考え、利用者の方主体の作業を提供することができました。そうすることで目標を持って作品作りにこれまで以上に意欲的に取り組む姿勢が見受けられるようになり、新たな可能性が生まれる場面に出会えたような気がします。
コロナ禍で不安やネガティブになる部分も大いにありましたが、違った視点を取り入れることで日頃は気づけなかった部分も、コロナ禍で時間にゆとりができた分、利用者の方々の可能性をより広げられたこと、プラスに変えられたことは私たちにとっていい時間を与えてもらえたように感じます。
今後もこの経験を活かし、どのような状況の中でも挑戦していく姿勢を忘れずに利用者のニーズに寄り添った支援を継続できるようしていきたいと考えています。
